
補聴器購入への支援に

一歩前進！
この間の皆さんの声と議会論戦が

関係者を動かしています。
練馬区の介護保険事業計画運営協

議会では、来年度からはじまる第8
期の計画に向けて議論を重ね、答申
のたたき台が8月末に発表されまし
た。その中に、「聞こえの不調を放
置している高齢者への支援が必要で
ある。高齢者基礎調査の結果を踏ま
え、加齢性難聴対策の実施について
検討されたい。」と一文が入りまし
た。
難聴でお困りの方は多いのに、補

聴器が高すぎたり合わないためにご
苦労されています。
日本共産党都議団は、この間くり返し補聴器の支援を東京都に求めて来まし

た。
昨年１１月には、東京都医師会の尾崎会長や補聴器工業界会赤生副理事長、

東京都中途失聴・難聴者協会新谷理事長を招いて講演会もおこない、聞こえの
バリアフリーの重要性を多くのみなさんに知っていただきました。
東京都の支援制度の活用はもちろん、区でも独自に支援制度を創設するよう

に区議団も論戦し、一緒に求めてきました。今回示されたのは答申のたたき台
です。計画策定にむけて区民の声を届けましょう。
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日本共産党都議団は、「難聴と補聴器に関するアンケート」に取り組み、504人から
回答を得ました。「聞き返すことが多くなった」「広いところでの話し合いに参加した
くない」「サークルの中で皆の話が聞こえない」「聴こえず適当に相槌を打っているこ
とがある」など、切実な声が寄せられています。

日本では、かなり重い難聴（※両耳で70㏈以上）でなければ、補聴器購入補助が受け
られません。一方、世界保健機関（WHO）は、中等度の難聴（※40㏈以上）での補聴
器の使用を推奨しています。寄せられたアンケートの声からも、価格が高いことが、補
聴器の使用にとっての壁になっています。党都議団は、都が行っている補聴器の支援の
さらなる充実を求めています。
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